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次世代の健康を守るオミックス予防医学
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―― どのような研究内容か？

妊娠中の母親をリクルートし、妊娠中の因子と出産後の子
供の健康状態の関連を調べる研究です。母体因子の解析には、
腸内細菌叢解析（メタゲノム）、血清中のメタボローム解析な
どのオミックス解析も行っています。また、生まれた子供に
関しても臍帯や臍帯血細胞の網羅的 DNA メチル化解析（エピ
ゲノム）を行っています。その他、母親の健康状態や社会経
済的状況のデータも収集しており、従来の疫学研究と最新の
オミックス研究を組み合わせた出生コホート研究となってい
ます。参加されている母親のプロフィールは、年齢、BMI、
出産回数、喫煙率となっております。現在までに、母体の血
中葉酸濃度と子供の臍帯 DNA メチル化との関連や母体の環境
化学物質（PCB）の血中濃度が母親のメタボロームプロフィー
ルに与える影響などが明らかとなっています。

―― 何の役に立つ研究なのか？

この研究を通して、子供の健康に影響を与える因子を同定
し、より良い環境を見出していくとともに、子供の健康状態
を反映するバイオマーカーを探索し、より早期の介入（予防
的介入、先制医療）を可能にすることを目指しています。
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妊娠中母体因子による子供の健康への影響
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―― 今後の計画は？

母体側のデータおよび生体試料は採取が済んでおり、腸内
細菌叢を含めて段階的に解析を進めていきます。また、子供
の臍帯血も採取しており、こちらについてもメタボローム解
析を含めてさまざまな解析を行っていく予定です。一部の試
料では臍帯血単核球も分離しているので、こちらを用いた免
疫学的な解析も計画しています。本研究の特徴の一つとして、
子供の腸内細菌叢を経時的に解析することがあります。子供
の腸内細菌叢は年齢とともに変化することが知られており、
これが子供の健康にどのような影響を与えるのかを明らかに
することができればプロバイオティクスやプレバイオティク
スといった手段を用いた予防医学に発展する可能性も考えら
れます。

―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

▶http://cpms.chiba-u.jp/kids/

――  成果を客観的に示す論文や新聞等での掲
載の紹介
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―― この研究の「強み」は？

次世代の健康を守るために、その母親世代から対象にした
研究計画となっていることです。胎児期や出生直後の時期は、
成人後の健康や疾病に大きな影響を持つことが明らかとなっ
てきています。これは、「Developmental Origins of Health 
and Disease （DOHaD）仮説」といわれ、世界中の研究者か
ら注目されている分野です。この研究は DOHaD 仮説を基盤
とし、従来の疫学的な手法に加え最新のオミックス解析を取
り入れた研究となっており、今後様々な成果を発信できると
考えています。

―― 研究への意気込みは？

自分がしたい研究をして頂き、失敗を恐れず、常に前に一
歩進む気持ちを持ち続けていると良い結果に結びつくと思い
ます。

自分のやらなければいけない事（ミッション：Mission）を
明確に認識し、後は熱意（パッション：Passion）を持って諦
めずに進んで行かれることを望みます。

―― 学生や若手研究者へのメッセージ

私の座右の銘は、「千里の道も一歩から」。
師を選ぶのも、その人の才能です。
ある分野（道）で成功した人は、他の道を選んでも成功す

ると言われてます。

C-MACH（千葉こども調査）は胎児期および新生児期の環境
要因が子供の健康に与える影響をオミックス解析と環境暴露
因子解析を組み合わせて明らかにし、次世代の予防医学構築
を目指します。

メタボローム解析
環境化学物質（PCB）に影響を受ける母体血中の代謝物を青
で示す


